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平成 13 年 9 月 17 日 

各 位 

         三井金属鉱業株式会社 
         東京都品川区大崎 1-11-1 

         コード番号 5706 東証（第１部） 

         お問い合わせ先 

        広報室長 鹿江政二 

        電話 03-5437-8028 

        財務部 会計課長 久保田勝巳 

        電話 03-5437-8031 

 

業績予想および配当予想の修正について 

 

 

１．平成 14 年 3 月期業績（連結）予想について、本年 5 月 21 日決算発表時の業績予想を 

次表のとおり修正いたします。 

 

（１）中間期（平成 13 年 4 月 1 日～平成 13 年 9 月 30 日） 

単 位

前回予想 ( A ) 百 万 円 1 9 8 , 0 0 0 1 2 , 0 0 0 3 , 5 0 0

今回修正 ( B ) 百 万 円 1 8 4 , 0 0 0 8 , 0 0 0 1 , 3 0 0

増減額 ( B ) - ( A ) 百 万 円 △14 , 0 0 0 △ 4 , 0 0 0 △ 2 , 2 0 0

増  減  率 ％ △7 . 1 △ 3 3 . 3 △ 6 2 . 9

売 上 高  経 常 利 益   当 期 純 利 益  

 

 

 （２）通 期（平成 13 年 4 月 1 日～平成 14 年 3 月 31 日） 

単 位

前回予想 ( A ) 百 万 円 422 , 0 0 0 32 ,000 12 ,500

今回修正 ( B ) 百 万 円 361 , 0 0 0 16 ,200 3 , 5 0 0

増減額( B ) - ( A ) 百 万 円 △6 1 , 0 0 0 △ 1 5 , 8 0 0 △ 9 , 0 0 0

増  減  率 ％ △1 4 . 5 △ 4 9 . 4 △ 7 2 . 0

売上高  経 常 利 益   当 期 純 利 益  

 

 

 （３）ご参考 前期の実績（平成 12 年 4 月 1 日～平成 13 年 3 月 31 日） 

単 位

中間期 百万円 202 , 9 0 5 18 ,199 7 , 5 3 3

通　期 百万円 423 , 7 0 7 38 ,113 17 ,012

売上高  経 常 利 益   当 期 純 利 益  
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２．平成 14 年 3 月期業績（単独）予想について、本年 5 月 21 日決算発表時の業績予想を 

次表のとおり修正いたします。 

 

（１）中間期（平成 13 年 4 月 1 日～平成 13 年 9 月 30 日） 

単 位

前回予想 ( A ) 百 万 円 136 , 0 0 0 7 , 2 0 0 3 , 2 0 0

今回修正 ( B ) 百 万 円 128 , 0 0 0 5 , 4 0 0 5 , 4 0 0

増減額( B ) - ( A ) 百 万 円 △8 , 0 0 0 △ 1 , 8 0 0 2 , 2 0 0

増  減  率 ％ △5 . 9 △2 5 . 0 68 .8

売上高  経 常 利 益   当 期 純 利 益  

 

 

 （２）通 期（平成 13 年 4 月 1 日～平成 14 年 3 月 31 日） 

単 位

前回予想 ( A ) 百 万 円 285 , 7 0 0 15 ,400 6 , 3 0 0

今回修正 ( B ) 百 万 円 249 , 0 0 0 8 , 7 0 0 6 , 4 0 0

増減額( B ) - ( A ) 百 万 円 △3 6 , 7 0 0 △ 6 , 7 0 0 1 0 0

増  減  率 ％ △1 2 . 8 △ 4 3 . 5 1 .6

売上高  経 常 利 益   当 期 純 利 益  

 

 

 （３）ご参考 前期の実績（平成 12 年 4 月 1 日～平成 13 年 3 月 31 日） 

単 位

中間期 百 万 円 144 , 0 9 3 10 ,284 4 , 9 3 5

通　期 百 万 円 293 , 6 8 6 17 ,677 6 , 9 7 9

売上高  経 常 利 益   当 期 純 利 益  

 

 

３．平成 14 年 3 月期期末配当予想について、本年 5 月 21 日決算発表時の 1 株あたり配当予想を 

次表のとおり修正いたします。 

  

中 間 期 期 末 年 間

前 回 予 想 ― 　円 6 円 6 円

今 回 修 正 ― 　円 5 円 5 円

（ご参考）前期実績 ― 　円 6 円 6 円
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４．上記修正の理由は以下のとおりです。 

 

国内外における昨今のいわゆる「ＩＴ不況」の影響は想定を大きく上回り、当社の電子

材料製品、特に主力製品である電解銅箔の売上が、当初予想から大幅に下振れております。

当社の事業収益は多くを電子材料部門に依拠しておりますため、損益面での影響も甚大と

なっております。 

加えて、非鉄金属製錬部門におきましても、国際的に地金価格が低迷し当社収益に影響

が及んでおります。 

このような状況の中で、収益の挽回に努めてはおりますものの、当中間期の業績は当初

予想と比べて大幅に悪化することが確実となりましたため、売上高・利益とも減額の方向

で業績予想の修正を行います。 

 

また通期業績予想につきましても、下半期の市場動向が未だ不透明でありますので、現

時点では年度内の需要回復は見込めないものとして見直しを行いました。 

 

以上の業績予想から、甚だ遺憾には存じますが、配当予想につきましても減額の方向で

見直さざるを得ない状況にありますので、なにとぞご理解のほどお願い申し上げます。 

 

以  上 


